
○アンケート実施概要

　依頼者数：34名

　回答者数：13名（回収率38％）

※　回答については、同旨の回答を統合、意味の変わらない範囲で文言を修正するなど、とりまとめています。

問１　この２年間のモニター活動について、総合的にどう評価しますか。

 

✿　理由

・個人ではなかなか視察できない現場を見ることができ、お話を聞くことができた。

・実際山に入って担当の方からお話を聞くことで、どんな取組をしているのかよくわかった。

・現地説明会は、講義と見学がセットになっていて理解を深めることができた。

・国有林の抱えている問題点について直接見て学ぶことができた。

・国有林が、山崩れ・洪水などの災害を防止する役割りを担っていることを体感できた。

・現地説明会に若い方たちが参加されていて、山林に関心を持たれている様子を伺い知ることが出来た。

・送付資料を通して、普段気づかなかったことや知らなかった物事に触れられて楽しかった。

・国有林の管理の方向性についてもっと知りたい部分があった。

・日程が合わずに現地説明会に参加できなかった。

・現地説明会の回数をもっと増やしてもいいと思った。

問２　モニター活動で特に印象に残った取組・場面等教えてください。

・モニター活動の際に、個人的に気になったこと等を質問した際にも丁寧に答えていただいことが印象に残った。

・第1回現地説明会※1の治山事業のスケールの大きさ

※1 令和6年度 第1回国有林モニター現地説明会を開催：四国森林管理局

・集約化試験団地の見学※2が特に興味深かった。得られた知見が適所で活用されるとよいと感じた。

・ワナ仕掛けの実演※2

※2 令和6年度 第2回国有林モニター現地説明会を開催：四国森林管理局

・高知県香美市の集材現場見学※3の際、事業者の方の「生まれ変わってもまた林業をやりたい」と話されていた言葉、心強く印象的だった。

　このような林業者が増えると林業の未来も明るくなると思う。

・伐採から搬出、造材まで一連の作業を見学※3させていただき、大変な作業であることを実感した。

※3 令和7年度 第3回国有林モニター現地説明会を開催：四国森林管理局

・製材所の見学※4で、製材所の役割りと作業の大変さを実感できたことが印象に残った。

※4 令和7年度 国有林モニター会議を開催：四国森林管理局

・現地見学会に参加できなかったこともあり、モニターだより※5を拝読できて良かった。

※5 モニターだより：国有林モニターの皆様に向けて発行した、森林管理局の取組等をまとめたお便り

令和６・７年度　第２回国有林モニターアンケートの結果

　林野庁では、国有林について幅広く国民の御意見・御要望をいただき、国有林野の管理経営に役立てるとともに、国有林野事業に対する理解を深め

ていただくなど、国民との双方向の情報・意見の交換など対話型の取組を行う｢国有林モニター制度｣を設けています。

　四国森林管理局では、２年間を任期とするモニターを公募し、令和６～７年度については四国４県にお住まいの34名に依頼しておりました。

　今回は２年間の国有林モニター活動についての御感想や御意見を、国有林モニターの皆様にお伺いしましたので、その結果を紹介します。

　アンケート結果につきましては、今後の四国森林管理局の取組を進めて行く上での貴重な御意見として参考にさせていただきます。
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問３　モニター活動を通じて、四国森林管理局の取組についてご紹介してきました。

今後、四国森林管理局（国有林）に期待していること、力を入れて欲しい分野等教えてください。

・やはり県民にあまり知られていないということが大きいなと思ったので、広報活動等に期待したい。

・民間では手をつけにくいけれど森林・林業全体に資するような研究・開発に率先して取り組んでいただきたい。

　（環境負荷を低減し、かつ経済的な苗木保護資材の開発、クマ被害に関する研究等）

・民間事業者の育成や林業が魅力あるものとなるような取組を進めてほしい。（ICTの活用、機械化等）

・花粉の少ないスギの植樹。

・捕獲した動物の肉をぜひ活用してほしい。

・民有林支援策について地域行政と一体となって、PRすることを期待している。

・放置林対策として国が買い取るなどしていただきたい。

問４　そのほかご意見等あればご自由に記載ください。

✿　国有林モニター制度に関すること

・国有林モニター活動は、充実した内容であり、得ることが多いので、若い世代、特に大学生に知っていただきたい。

・森林管理局・署が参加するイベント等の情報を事前にモニターに共有いただけたら、都合が合えば参加できるのでよいと思う。

・国有林モニターについて２年間プログラムでなく、各現地説明会に単発参加できるようにするのもよいと思う。

　又は、欠席者の枠を一般の方に開放するなど、広く様々な方に知ってもらう機会にできればよい。

・今後もモニター活動等を通じて林業についてPR活動をしていただきたい。

✿　このほか、民有林施策全般に関することなど様々なご意見をいただきました。

令和８年４月

四国森林管理局 企画調整課


